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１　はじめに

　近年の訪日外国人観光客の増加に伴い、救急隊

が外国人と接する機会も多く、救急現場では一刻

も早い対応が必要なため、外国人との円滑なコ

ミュニケーションが求められています。総務省で

は平成28年に災害時に情報が十分に届いていない

とされる外国人や高齢者に、確実に情報伝達する

環境整備を図ることを目的として「情報難民ゼロ

プロジェクト」を立ち上げました。このプロジェ

クトの一環として、総務省所管の消防研究セン

ターと国立研究開発法人情報通信研究機構（以下

「NICT」と言う。）が、救急隊用の多言語音声翻

訳アプリ「救急ボイストラ」を開発しました。

２　救急ボイストラの概要

　NICT の開発した多言語音声翻訳アプリ

「VoiceTra（ボイストラ）」をベースとしたアプ

リで、救急現場で使用頻度が高い会話内容を「定

型文」として登録し、外国語による音声と画面の

文字により円滑なコミュニケーションを図ること

が可能なものです（図１）。また、基本機能とし

て、話した言葉を音声認識してそれを翻訳するこ

とが可能です。さらに、話した言葉が日本語文字

として表記されることから、聴覚障害者などとの

コミュニケーションにも活用できます。通信料は

利用者負担となりますが、同アプリのダウンロー

ドや利用料は無料です。対応言語は次の15言語と

なっています。

■対応言語

（1）英語（2）中国語（3）韓国語（4）スペイン

語（5）フランス語（6）タイ語（7）インドネシ

ア語（8）ベトナム語（9）ミャンマー語（10）台

湾華語（11）マレー語（12）ロシア語（13）ドイ

ツ語（14）ネパール語（15）ブラジルポルトガル

語
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図１　救急ボイストラの画面
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加しております。

　観光客の多い札幌市においては、平成23年に75

人であった外国人の救急搬送者数が平成28年には

355人と約５倍に急増しております（図２）。また、

外国人対応においては、言葉が通じないことから、

現場滞在時間が遅延する傾向がみられます（図

３）。この遅延が救命率の低下につながる可能性

があります。

　また、消防庁救急企画室の平成26年度　救急業

務のあり方に関する検討会で行われた、2020年オ

リンピック・パラリンピック東京大会に向けた「救

急救命体制の整備・充実に関する調査」（調査対

象：各都道府県・各消防本部）では、救急業務に

関する課題として「外国語対応」が、その課題解

決に向けて消防庁に期待する役割として「コミュ

ニケーションシートやアプリの作成」の項目が多

く挙げられました。

　そこで、消防研究センターでは、これらの課題

やアンケート調査結果を踏まえ、マンパワーや活

動時間が限られる救急現場に実装及び利用される

ことを目的とした救急隊用の多言語音声翻訳アプ

リ開発を、多言語音声翻訳システムの先駆者であ

る、NICT との共同研究及び外国人観光客が急増

している札幌市消防局、羊蹄山ろく消防組合の協

力を得て行いました。

3.2　研究開発

3.2.1　研究開発方針

　このアプリを開発するにあたって、最も重要視

したのが、「いかに救急隊員の方々に使いたいと

思っていただけるか」であります。せっかくアプ

リ開発を行い救急隊に実装が行われても、実際の

外国人対応の時に使われないようであれば、意味

がないと考えております。実は、研究開発を行っ

ていくうえでこれが一番難しいことであり、多く

の研究開発が使われない技術となっているのは、

この視点が抜けていることが多いからです。筆者

は既に22消防本部に配備されている水陸両用バ

ギーの開発を行い、多くの災害現場で使用されて

います。この時の経験から、今回のアプリ開発に

おいても、現場の救急隊の立場に立った研究開発

を行ってきました。

3.2.2　既存多言語音声翻訳技術の検証及び現場

ニーズの調査

　救急隊の多言語対応に関して消防研究センター

では、今まで検討したことが無かったため、ま

ずは既存の NICT の多言語音声翻訳システム

（VoiceTra）を、写真１～４に示す救急現場にお

いて検証実験を行いました。

　その結果、既存の VoiceTra を救急現場で使用

する時に、以下の課題や特徴が明らかになりまし

た。

・日本語の音声認識→翻訳→外国語の表示（及び

発話）を行うので、日本語同士の場合より会話

時間が約２倍かかるため、短くする必要がある。

・音声認識において誤認識の可能性がある。（特

に早口や長文、または周辺騒音が大きい時等）

図２　外国人傷病者搬送人数（札幌市）

図３　現場滞在時間の比較（札幌市）
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・傷病者や付き添いの方への聴取は特定の救急隊

員ではなく、複数の救急隊員が順不同に聴取す

る。

　救急現場の多言語対応には、病気やけがの状況

をボードに書いた「コミュニケーションボード」

が既に普及しています。このボードは、英語、中

国語、韓国語等があり、救急隊が普段聞いている

病気やけがの状況を確認することができます。こ

のコミュニケーションボードでもある程度対応は

可能ですが、例えば「通訳できる人はいますか。

いるのであれば、その人を通じて患者さんと話し

をしたいのですが。」や、「病院に行く準備をしま

しょう。鍵や携帯電話、お金、身分証明できるも

のがあれば準備しましょう」といった、症状確認

以外のコミュニケーションで救急隊が困っている

ことが明らかになりました。

　当初想定していたのは、救急隊の活動は傷病者

から症状を聞くことが、中心となると考えていま

したが、この検証結果は意外のものでした。従っ

てここを充実させることも重要であることが判明

しました。

3.2.3　研究開発

　これらの課題を解決するために、普段救急隊が

使う言葉を定型文（表３）として作成し、それを

アプリ上でワンタッチ選択できるようにしました。

　VoiceTra には今まで定型文を表示する機能はな

かったのですが、NICT が開発する類似のアプリ

にはこの機能が搭載されていたため、一からその

機能を構成する必要はなく開発はスムーズに進み

ました。

　また、定型文機能を開発する上において以下の

点を考慮しました。

写真１　VoiceTra の検証状況

（腹痛（中国語）札幌市消防局）

写真３、写真４　VoiceTra の検証状況（集団災害　バス事故：札幌市消防局）

写真２　VoiceTra の検証状況

（外傷（英語）：羊蹄山ろく消防組合）
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・質問を決まった通りに順々に聞いていく階層形

式は、様々な項目を順不同で聴取することが多

い救急現場には向かないため、すべての項目を

一画面とし画面が小さいタブレットの場合はス

クロールするだけで探すことができる仕様とし

た。

・定型文は、項目が多すぎると探すのが大変なた

め、よく使うものと長文の項目計46個に絞った。

・回答が必要な項目は回答画面も作成した。

　この開発したアプリを、１月から札幌市消防局、

羊蹄山ろく消防組合において先行導入を行い、そ

の評価をいただきました。札幌市消防局の意向調

査の結果、既存の方法より「意思疎通のスピード」

「意思疎通の質」とも７割以上の救急隊が良く

なった、また９割以上の方が「今後も使っていき

たい」と回答していただき、大変好評でありました。

　この結果により、十分現場で使っていただける

であろうと考え、全国展開することになりました。

４　全国展開

　今年の４月21日（金）から各消防本部への提供

を開始し、Android を搭載した通信可能なスマー

トフォンやタブレットからダウンロードが可能と

なりました。iOS 版については、今年度にダウン

ロードが可能になる予定です。

　10月１日時点での導入状況を表１、２に示しま

す。公開して４か月間程度ですが、非常に好評で

既に219消防本部（導入率29.9％）で使用開始さ

れており、その奏効事例も報告されています。

５　最後に

　１月から先行導入している札幌市消防局におい

ては、雪まつりや冬季アジア大会等のイベント対

応や、観光客対応で既に29事案の使用実績があり、

定型文機能も使いこなしていただいております。

また多くの方から今ではなくてはならないアプリ

であると言っていただいております。ただし、札

幌市消防局では開発段階からテストで使用してい

たので、使っている救急隊員の方々は、その使用

方法を熟知しておられました。今回の全国展開に

おいては、ほとんどの救急隊員の方に初めて使っ

ていただくため、この方々が全国展開時に配布し

たマニュアルや説明用のビデオ通りに使っていた

だいているか、また課題が無いかなどは今後フォ

ローアップ調査を行いながら改良を続けていきた

いと考えております。
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表１　導入状況（総数）

導入希望消防本部数 226

使用開始消防本部数 219

導入希望消防本部有の
都道府県数

40

導入予定台数 1960

表２　導入状況（都道府県別）
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佐々木様、村西様、阿部様　羊蹄山ろく消防組

合　高橋様、岡田様、また普及啓発に多大なるご

協力をいただいた消防庁救急企画室及び総務省研

究推進室の皆様、消防研究センター尾川様をはじ

め、救急ボイストラ開発にご協力いただいた多く

の方々に厚く御礼申し上げます。

図４　救急ボイストラのパンフレット（表）
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図５　救急ボイストラのパンフレット（裏）
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表３　定型文一覧
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